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2 琵琶湖流域下水道事業の業務状況  

 

 

 

各市町から流入する汚水を処理すること等により、琵琶湖をはじめとする公共用水域の水質を保全し、県 

民の快適な住環境等を実現することを目的として、次の４つの処理区において琵琶湖流域下水道事業を実施 

しています。 

令和元年度からは、地方公営企業法の一部を適用し、公営企業として実施しています。 

処 理 区 浄化センター 供用開始 処理区域の存する市町 

湖南中部処理区 

湖南中部浄化センター 

処理水量（日最大） 

294,500㎥／日  

昭和57 年 

4 月 

大津市、近江八幡市、草津市、守山市、 

栗東市、甲賀市、野洲市、湖南市、東

近江市、日野町、竜王町 

湖西処理区 

湖西浄化センター 

処理水量（日最大） 

52,500㎥／日  

昭和59 年 

11 月 
大津市 

東北部処理区 

東北部浄化センター 

処理水量（日最大） 

120,750㎥／日  

平成3 年 

4 月 

彦根市、長浜市、東近江市、米原市、

愛荘町、豊郷町、甲良町、多賀町 

高島処理区 

高島浄化センター 

処理水量（日最大） 

16,400㎥／日  

平成9 年 

4 月 
高島市 

※処理水量（日最大）は令和元年10 月1 日現在  

 

 

 

 

令和元年度上半期の処理水量は77,348 千㎥で、前年度同期に比べ2,903 千㎥、3.6％の減少となりま 

した。 

なお、上半期の各処理区の処理水量は、次のとおりです。 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

令和元年度上半期は、浄化センターにおける水処理施設の設備改築更新工事および耐震補強工事、流域幹 

線管渠工事等を前年度に引き続き実施しました。 

 

 

（単位　千㎥）

事業の概要 

建設改良事業の状況 

事業の実施状況 

湖南中部処理区 湖西処理区 東北部処理区 高島処理区 合計

平成30年度上半期 50,317 8,530 18,775 2,629 80,251

令和元年度上半期 48,874 7,892 18,023 2,559 77,348

増減 △ 1,443 △ 638 △ 752 △ 70 △ 2,903
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  令和元年９月定例会議において、並行して実施している道路改良事業との施工調整などのため、愛東西幹線

稲枝２工区管渠工事他1 件の債務負担行為を追加し、また、人件費、薬品費の高騰などに対応するため、汚水

汚泥処理維持管理業務他５件の債務負担行為限度額の増額補正を行いました。 

 

 

 

令和元年度上半期の予算の執行状況は、次のとおりです。 

 
 
●収益的収支                                                          （単位：千円） 

科   目 当初予算額 

前年度から 

の繰越（財 

源充当）額 

予 算 現 額 

(A) 

執 行 額 

(B) 

(B)/(A) 

(％) 

琵琶湖流域下水道事業収益 22,510,500 － 22,510,500 4,279,609 19.0 

 営 業 収 益 8,697,284 － 8,697,284 2,767,865 31.8 

 営 業 外 収 益 13,813,216 － 13,813,216 1,511,744 10.9 

琵琶湖流域下水道事業費用 22,364,800 － 22,364,800 2,395,152 10.7 

 

 

 

 

営 業 費 用 21,365,839 － 21,365,839 1,955,431 9.2 

営 業 外 費 用 961,742 － 961,742 402,503 41.9 

特 別 損 失 37,219 － 37,219 37,218 100.0 

 
 
●資本的収支                                                          （単位：千円） 

科   目 当初予算額 

前年度から 

の繰越（財 

源充当）額 

予 算 現 額 

(A) 

執 行 額 

(B) 

(B)/(A) 

(％) 

資 本 的 収 入 9,134,400 4,441,082 13,575,482 1,442,000 10.6 

 企 業 債 3,515,400 945,300 4,460,700 1,442,000 32.3 

 出 資 金 289,808 － 289,808 － － 

 補 助 金 3,843,740 2,550,369 6,394,109 － － 

 負 担 金 1,485,452 945,413 2,430,865 － － 

資 本 的 支 出 11,888,200 4,441,082 16,329,282 4,317,893 26.4 

 建 設 改 良 費 7,061,590 4,441,082 11,502,672 1,207,764 10.5 

 企 業 債 償 還 金 4,817,894 － 4,817,894 3,110,129 64.6 

 他会計からの長期借入金償還金 8,716 － 8,716 － － 

(注)  資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、引継金、当年度分損益勘定留保資金等で補塡し

ました。 

経理の状況 

予算の執行状況 

予算の補正の状況 
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また、以上の予算執行の状況を企業会計原則に従って合計残高試算表にしますと、令和元年 9 月 30 日現

在では次のとおりです。 

 

●合計残高試算表（令和元年9 月30 日現在）                           （単位：千円） 

借       方 
勘 定 科 目 

貸             方 

残   高 合   計 合   計 残   高 

288,087,483   303,394,812   〔 資 産 の 部 〕   15,307,329  

284,534,831 284,534,831 固 定 資 産   

3,552,652 18,859,981 流 動 資 産 15,307,329  

 7,535,588 〔 負 債 の 部 〕 276,597,245 269,061,657 

 1,442,000 固 定 負 債 51,933,097 50,491,097 

 6,093,588 流 動 負 債 7,816,974 1,723,386 

  繰 延 収 益 216,847,174 216,847,174 

  〔 資 本 の 部 〕 17,141,369 17,141,369 

  資 本 金 1,062,165 1,062,165 

  剰 余 金 16,079,204 16,079,204 

 288,239 〔 収 益 の 部 〕 4,567,848 4,279,609 

 288,239 営 業 収 益 3,056,104 2,767,865 

  営 業 外 収 益 1,511,744 1,511,744 

2,395,152 2,395,153 〔 費 用 の 部 〕 1  

1,955,431 1,955,432 営 業 費 用 1  

402,503 402,503 営 業 外 費 用   

37,218 37,218 特 別 損 失   

290,482,635 313,613,792 合    計 313,613,792 290,482,635 
 
 
 
 
 
 
 
  

    令和元年 9 月30 日現在の企業債の現在高は49,061,439 千円です。 

 

企業債の状況 
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